
２
０
１
１
年
度
の
専
修
大
学
卒
業
式
・
学
位
記
授
与
式
が
３
月

２２
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
。
昨
年
は

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
同
館
で
の
開
催
は
中
止
と
な
っ
た

た
め
２
年
ぶ
り
の
式
典
。
学
部
卒
業
生
、
大
学
院
修
了
生
、
専
門

職
大
学
院
（
法
科
大
学
院
）
修
了
生
あ
わ
せ
て
４
７
３
３
人
が
晴

れ
の
日
を
迎
え
た
。

学
位
記
、
川
島
記
念
賞
が
各
総
代
に
贈
ら
れ
た
あ
と
、
日
髙
義

博
学
長
・
理
事
長
が
式
辞
を
述
べ
た
。
朝
倉
篤
裕
さ
ん
（
商
学
部

・
会
計
学
科
）
は
「
専
修
大
学
で
の
４
年
間
は
、
先
生
方
や
仲
間

た
ち
な
ど
多
く
の
人
々
と
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
社
会
に

出
て
も
、
『
つ
な
が
り
』
を
大
切
に
し
、
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
卒
業
生
、
修
了
生
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
。

桜
の
開
花
が
待
た
れ
る
こ

こ
日
本
武
道
館
で
、
平
成
２３

年
度
の
卒
業
式
お
よ
び
学
位

授
与
式
を
挙
行
で
き
ま
す
こ

と
は
、
う
れ
し
い
限
り
で

す
。昨

年
３
月
１１
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
は
、
日
本

社
会
に
深
刻
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
状

況
の
中
で
研
さ
ん
を
重
ね
、

所
定
の
学
位
を
取

得
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
、
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。皆

さ
ん
は
、
在
学
中
、
専

修
大
学
創
立
１
３
０
年
記
念

事
業
に
何
ら
か
の
形
で
参
画

し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
黒
門
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
創
立
１
３

０
年
記
念
館
の
ア
カ
デ
ミ
ー

モ
ー
ル
に
据
え
ら
れ
て
い

る
、
創
立
者
の
相
馬
永
胤
、

田
尻
稲
次
郎
、
目
賀
田
種
太

郎
、
駒
井
重
格
の
４
先
生
の

胸
像
は
、
い
ず
れ
も
キ
ャ
ン

パ
ス
に
溶
け
込
ん
だ
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

に
と
っ
て
も
思
い
出
深
い
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
に
な
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
専
修
大
学
創
立
１

３
０
周
年
記

念
映
画
『
学

校
を
つ
く
ろ

う
』
を
見
て

い
て
沸
々
と

湧
い
て
く
る

感
動
と
専
修

人
と
し
て
の
誇
り
は
、
自
分

の
夢
を
大
き
く
花
開
か
せ
る

上
で
の
原
動
力
に
な
り
ま
し

ょ
う
。

１
３
０
数
年
に
わ
た
る
専

修
大
学
の
歴
史
は
、
わ
が
国

の
高
等
教
育
機
関
の
発
展
の

足
跡
を
示
し
て
い
ま
す
。
創

立
者
た
ち
は
、
明
治
維
新
の

き
ょ
う

動
乱
の
中
を
生
き
抜
き
、
強

じ
ん靱

な
精
神
力
を
持
っ
て
米
国

に
長
ら
く
留
学
し
、
海
外
か

ら
祖
国
日
本
の
国
の
形
を
考

え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
等

教
育
に
よ
っ
て
社
会
の
屋
台

骨
を
支
え
る
有
為
な
人
材
を

育
成
し
よ
う
と
い
う
熱
き
思

い
を
抱
き
、
帰
国
後
す
み
や

か
に
「
専
修
学
校
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

創
立
者
た
ち
の
熱
き
思
い

と
生
き
様
は
、
関
東
大
震
災

に
よ
る
校
舎
の
崩
壊
、
第
二

次
世
界
大
戦
の
戦
禍
な
ど
幾

多
の
苦
難
に
も
め
げ
ず
、
専

修
人
に
営
々
と
受
け
継
が

れ
、
本
学
の
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
「
社
会
知
性
の
開
発
」
の

中
に
も
生
き
て
い
ま
す
。
そ

し
て
今
、
私
た
ち
は
、
東
日

本
大
震
災
後
の
地
域
社
会
の

再
建
・
復
興
と
い
う
課
題
と

共
に
、
自
然
と
人
間
共
生
の

た
め
に
価
値
観
を
洗
い
直
す

と
い
う
課
題
を
背
負
っ
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
、
明
日
の
専
修
大

学
の
歴
史
を
作
る
の
は
自
分

た
ち
だ
と
い
う
気
概
を
も
っ

て
、
学
窓
を
飛
び
立
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
お
い
て
、
東
日

本
大
震
災
後
の
社
会
の
再
建

・
復
興
に
貢
献
し
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。
幅
広
い
活
躍
を

な
し
う
る
の
が
我
ら
専
修
人

の
真
骨
頂
で
す
。

専
修
大
学
の
２１
世
紀
ビ
ジ

ョ
ン
は
、
「
社
会
知
性
の
開

発
」
で
す
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
本
学
の
創
立
の
原
点
に

立
ち
戻
り
、
創
立
者
た
ち
の

熱
き
思
い
を
２１
世
紀
に
花
開

か
せ
る
た
め
に
は
、
何
を
為

す
べ
き
か
と
い
う
観
点
か
ら

設
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
勉
学
で
、
自

ら
問
題
を
発
見
し
、
そ
れ
を

主
体
的
に
解
決
す
る
知
力
、

す
な
わ
ち「
社
会
知
性
」を
、

皆
さ
ん
は
す
で
に
身
に
つ
け

て
い
る
は
ず
で
す
。
自
分
の

頭
で
考
え
て
、
自
分
で
行
動

し
う
る
な
ら
ば
、
社
会
の
開

発
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。そ
の
際
、人
を
説
得
し
、

人
を
動
か
す
た
め
に
は
、
豊

か
な
人
間
性
と
確
た
る
倫
理

観
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
常
に
自
己
を
省
察
し
、

人
格
を
磨
い
て
い
く
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

創
立
者
の
一
人
、
田
尻
先

生
の
「
放
而
不
逸
」
（
放
っ

き

ご
う

て
逸
せ
ず
）
と
い
う
揮
毫
が

一
昨
年
、
大
分
で
見
つ
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
「
心
を

放
っ
て
常
軌
を
逸
し
な
い
」

と
い
う
意
味
で
す
。

ま
た
目
賀
田
先
生
は
、「
礼

べ

節
の
軌
道
を
離
る
可
か
ら

ず
」
と
い
う
言
葉
を
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
相
馬
先
生
に
し

ろ
、
駒
井
先
生
に
し
ろ
、
そ

の
生
き
方
に
サ
ム
ラ
イ
・
ス

ピ
リ
ッ
ツ
が
染
み

こ
ん
で
い
ま
す
。

利
害
や
打
算
で
は

な
く
、
信
義
や
礼

わ
き
ま

節
を
弁
え
て
物
事
を
処
す
生

き
方
を
専
修
人
の
先
達
た
ち

は
示
し
て
い
ま
す
。

お
そ

ひ
る

私
は
「
畏
れ
ず
、
怯
ま

ず
、
凛
と
し
て
生
き
る
」
を

座
右
の
銘
と
し
て
、
専
修
大

学
の
発
展
に
向
け
て
、
第
５

世
代
の
責
務
を
果
た
す
所
存

で
す
。
皆
さ
ん
、
学
窓
を
飛

び
立
っ
た
後
、
ど
の
よ
う
な

分
野
に
進
も
う
と
も
、
専
修

大
学
の
１
３
０
数
年
の
歴
史

と
伝
統
の
重
み
を
バ
ネ
と
し

て
、
凛
と
し
て
自
分
の
一
筋

の
道
を
歩
い
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。
専
修
大
学
は
、
皆
さ

ん
と
生
涯
に
わ
た
り
強
い
絆

を
持
ち
続
け
ま
す
。（

要
旨
）

定
年
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ジ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❸
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…
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の
４
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！

卒
業
生
・
修
了
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イ
ン
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ビ
ュ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
❻
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学
位
記
授
与
式
／
川
島
記
念
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術
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賞
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／
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…
…


卒
業
式
／
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長
賞
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賞
者
…
…
…
…
…
…


東
日
本
大
震
災
１
周
年
を

前
に
し
た
３
月
３
日
、
専
修

大
学
と
毎
日
新
聞
社
は
専
修

大
学
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
地
域
復
興
へ
の
大
学
の
挑

戦
～
東
日
本
大
震
災
を
乗
り

越
え
て
～
」
と
題
し
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
、
活
発
な
議

論
を
１
３
０
人
が
聴
き
入
っ

た
。

◇

津
波
で
多
大
な
被
害
を
受

け
た
宮
城
県
石
巻
市
に
あ
っ

て
、
石
巻
専
修
大
学
は
校
舎

が
冠
水
を
免
れ
、
大
き
な
被

害
を
受
け
な
か
っ
た
。
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
断
た
れ
た
震
災

直
後
か
ら
被
災
者
を
受
け
入

れ
、
学
生
、
教
職
員
が
支
援

に
力
を
尽
く
し
、
地
域
の
災

害
対
策
拠
点
と
な
っ
た
。
５

月
に
は
す
べ
て
の
教
育
・
研

究
活
動
を
再
開
。
坂
田
隆
・

石
巻
専
修
大
学
長
は
、
こ
れ

ら
の
体
験
を
基
に
基
調
講
演

を
行
い
、
地
域
と
と
も
に
大

学
が
目
指
す
復
興
構
想
を
明

ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
同
大
学
の
山
本
憲

一
理
工
学
部
教
授
（
自
動
車

工
学
）
が
「
津
波
に
よ
る
水

没
事
故
事
例
と
対
応
」
を
、

山
崎
泰
央
経
営
学
部
准
教
授

（
経
営
史
）
が
「
震
災
復
興

に
お
け
る
大
学
の
役
割
～
３

つ
の
貢
献
と
２
つ
の
支
援
」

と
題
し
事
例
報
告
を
行
っ

た
。続

い
て
「
産
官
学
連
携
に

よ
る
復
興
支
援
の
可
能
性
」

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
、

坂
田
学
長
を
は
じ
め
▽
大
矢

根
淳
・
専
修
大
学
人
間
科
学

部
教
授
▽
板
東
久
美
子
・
文

部
科
学
省
高
等
教
育
局
長
▽

早
川
茂
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
常

務
役
員
▽
岸
井
成
格
・
毎
日

新
聞
社
主
筆
▽
城
島
徹
・
毎

日
新
聞
社
編
集
編
成
局
編
集

委
員（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

が
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

災
害
社
会
学
の
大
矢
根
教

授
は
「
災
害
が
起
き
る
前
に

仮
説
を
立
て
、
対
策
を
考
え

る
『
事
前
復
興
』
の
重
要
さ

が
言
わ
れ
て
い
る
。
防
災
と

は
ま
ず
、
足
元
を
見
つ
め
て

生
活
改
善
を
し
て
い
く
こ
と

や
地
域
と
の
連
携
が
ス
タ
ー

ト
で
あ
る
。
そ
の
上
で
過
去

の
事
例
が
生
き
て
く
る
」
と

語
り
、
地
域
社
会
で
の
大
学

と
し
て
の
役
割
を
問
い
か
け

た
。岸

井
主
筆
は
「
日
本
は
、

明
治
維
新
、
戦
後
の
混
乱
期

に
次
ぐ
、
第
３
の
転
換
期
に

来
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
復

興
を
遂
げ
る
か
、
世
界
中
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
被
災

者
の
人
々
の
姿
や
ふ
る
ま
い

か
ら
、
忘
れ
か
け
て
い
る
日

本
人
と
し
て
の
精
神
性
や
伝

統
文
化
、
歴
史
を
問
い
直
す

こ
と
が
、
大
学
の
新
し
い
人

材
、
さ
ら
に
は
日
本
の
再
建

の
役
割
を
考
え
る
際
、
重
要

に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

Ｓの字は、専修大学の「Ｓ」

と２１世紀ビジョン「社会知性

（ Socio-Intelligence ） の

開発」の「Ｓ」であり、その

Ｓのブルーと曲線は大海原を

表します。それが、地球に見

立てた緑の球体を包み込んで

いる様は、専修大学で「社会

知性」を育んだ人材が世界に

輩出され、大海原のように激

しく変化する国際社会の波に

乗り、世界で活躍する様を表

現しています。また地球を表

す球体は、大学のスクールカ

ラーを使用しています。

石
巻
専
修
大
学

北
海
道

短

大

日髙 義博

震災１周年で「祈念モニュメント」

▲ ３月１９日、石巻専修大学で行われた「祈

念モニュメント」除幕式＝詳細は次号で

復興拠点となった石巻専大・坂田学長らが活発に意見交換

２
０
１
１
年
度
卒
業
式
・
学
位
記
授
与
式

学長式辞

地域復興への大学の挑戦～東日本大震災を乗り越えて～

「社会知性」忘れずに
凛として道を歩もう

専
修
大
学
の
歴
史
を
バ
ネ
に

社
会
の
再
建
・
復
興
に
貢
献
を

▲ パネルディスカッションで坂田隆・石

巻専修大学長、大矢根淳・専修大学教

授（右から）ら

▶

「
絆
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
る
朝
倉
篤
裕
さ
ん

∥
３
月
２２
日
、
日
本
武
道
館
で
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